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あけましておめでとうございます。
本年が皆さまにとって幸多きすばらしい年になりますよう 
ご祈念申し上げます。

さ
あ

令
和
６
年

議長 井下 良雄

不易流行・積小為大

素早い対応をモッ
トーにまい進します

中根 清孝

移住定住・住宅対
策・子育て支援等
ない知恵をしぼる

浜口 敏夫

転出する人を食い
止める施策が重要

小野 孝一

町
執
行
部
の
チ
ェ
ッ
ク

と
提
言
を
行
な
い
た
い

宮
原 
三
郎

　

最
近
、
年
の
せ
い
か
、
時

の
流
れ
の
早
さ
を
す
ご
く
感

じ
て
お
り
、
昨
年
１
年
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
気

が
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
昨
年
１
年
間
何
が

で
き
た
か
、
ど
れ
だ
け
前
に

進
ん
だ
か
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
実
績
よ
り
反
省
の
ほ
う

が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
、
議
会
議
員
と
し
て

町
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め

に
何
を
す
る
か
何
を
せ
ん
と

い
か
ん
か
考
え
て
み
ま
す
。

人
口
増
加
対
策

　

議
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
一
番

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
に

魅
力
・
活
力
が
な
け
れ
ば
人

は
集
ま
ら
な
い
。
裏
を
返
せ

ば
、
魅
力
・
活
力
が
あ
れ
ば

人
（
移
住
者
・
交
流
人
口
）

は
集
ま
る
。
直
島
は
集
ま
る

要
素
は
あ
る
。

　

全
国
の
地
方
自
治
体
が
ア

イ
デ
ア
を
出
し
が
ん
ば
っ
て

い
る
今
、
直
島
も
負
け
て
は

い
ら
れ
な
い
。
知
恵
を
出
し

合
い
真
剣
に
行
動
し
よ
う
。

　
「
為
せ
ば
成
る
」

観
光
客
受
入
れ
体
制

　

２
０
２
５
年
、
瀬
戸
芸
と

大
阪
万
博
が
同
時
開
催
さ
れ

直
島
に
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
、
今
ま
で
以
上
の
来
客

が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
受
け

入
れ
策
の
一
番
が
陸
上
・
海

上
交
通
の
利
便
性
向
上
と
い

え
る
と
思
う
。
昨
年
来
島
し

た
客
が
船
に
乗
り
バ
ス
に

乗
っ
た
時
、
現
金
払
い
に

「
や
っ
ぱ
り
田
舎
や
な
ぁ
」

と
苦
笑
い
し
た
と
聞
い
た
。

　

公
共
交
通
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
は
全
て
の
利
用

者
に
と
っ
て
早
急
に
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。

議
会
改
革
・
活
性
化

　

ま
ち
の
活
性
化
に
は
や
は

り
議
会
の
活
性
化
は
重
要
。

・
住
民
の
声
を
町
に
提
言

・�

10
年
先
を
見
据
え
た
将
来

像
の
提
案

　

常
に
心
掛
け
る
べ
き
「
住

民
目
線
」
と
「
未
来
構
想
」

で
あ
り
、
そ
の
活
発
な
活
動

は
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消

に
も
繋
が
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
ま
ち
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
含
め
将
来
へ
の
課
題

は
山
積
で
す
。

　
「
不
易
流
行
」　

伝
統
を
守

り
つ
つ
、
時
代
の
流
れ
に
応

じ
て
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
る
。

　
「
積
小
為
大
」　

小
さ
い
こ

と
が
積
み
重
な
っ
て
大
き
な

こ
と
に
な
る
。大
き
な
こ
と
の

実
現
に
は
小
さ
な
こ
と
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　

今
年
は
直
島
の
『
ア
レ
』

の
た
め
、
こ
の
ふ
た
つ
を
念

頭
に
議
員
全
員
全
力
疾
走
す

る
所
存
で
す
。

　

皆
さ
ま
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

副
議
長 

小
野 

孝
一

　

最
近
の
気
候
変
動
が
激
し

い
中
、
昨
年
は
大
き
な
災
害

も
な
く
、
平
穏
な
１
年
だ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
活
動
を
す
る
中
で
、

今
、
直
島
に
最
も
重
要
な
こ

と
は
何
だ
ろ
う
と
、ふ
と
考
え

た
時
、人
口
減
少
を
少
し
で
も

食
い
止
め
る
に
は
、ど
う
し
た

ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
に
突
き
当
た
っ
た
。
島

外
か
ら
の
移
住
人
口
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
は
、も
ち
ろ
ん

必
要
だ
と
は
思
う
が
、そ
れ
よ

り
町
内
か
ら
転
出
し
て
行
く

人
を
食
い
止
め
る
施
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
の
方
が
も
っ

と
重
要
で
は
と
思
っ
た
の
で

す
が
。
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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明るいまちづくりに
全力疾走

私は
アレを
がんばり
ます

人口増加策・福祉の
充実を目指す

西岡 裕喜広

事故や防犯対策を
施し笑顔あふれる
町づくりを

山下 玲子

町政の大久保彦左
衛門として活動

松島 俊雄

ま
す
ま
す
輝
き
日
本
一

の
町
に
な
る
た
め
に

山
上 

英
一

浜
口 

敏
夫

　

12
月
１
日
現
在
、
直
島
町

の
人
口
は
２
９
４
９
人
、
じ

わ
り
じ
わ
り
と
減
少
し
て
い

る
。

　

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
せ
め
て
３
０
０
０
人

に
ま
で
回
復
さ
せ
た
い
。

　
「
直
島
町
で
住
み
た
い
・

子
育
て
し
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
た
り
新
た
に
創

造
し
、
移
住
定
住
・
住
宅
対

策
及
び
子
育
て
支
援
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
の
出
し

ど
こ
ろ
、
な
い
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
議
員
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
た
い
。

宮
原 
三
郎

　
「
思
は
高
く
身
は
低
く
」

　
「
一
隅
を
照
ら
す
」

　

を
基
本
と
し
て
、
仕
事
で

は
、
議
員
の
最
も
大
切
な

一
つ
で
あ
る
町
執
行
部
の

チ
ェ
ッ
ク
と
提
言
を
行
な
い

た
い
。

　

今
年
の
仕
事
以
外
の
目
標

（
夢
）
は
、
家
の
未
読
の
書

籍
を
読
破
し
た
い
。し
か
し
、

恐
ら
く
半
分
も
い
か
な
い
か
。

　

夢
と
い
う
字
を
書
け
ま
す

か
。意
外
と
難
し
い
で
す
ね
。

夢
に
人
べ
ん
を
加
え
る
と
儚
。

　

人
の
夢
は
、実
現
し
な
い
、

は
か
な
い
。
字
に
負
け
ず
、

本
年
は
ガ
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
。

中
根 

清
孝

　

議
員
に
な
り
６
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
少
子
化
対
策
・
人
口
増

加
対
策
な
ど
念
頭
に
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
軽
く
、
素
早
い
対

応
を
モ
ッ
ト
ー
に
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
健
康
に

留
意
さ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
や
、
活
発
に

活
動
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

皆
さ
ま
が
健
康
で
明
る
く
、

笑
顔
で
い
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

西
岡 

裕
喜
広

　

新
春
を
迎
え
、
穏
や
か
で

平
和
が
訪
れ
る
１
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。
皆
様
に
幸
多

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

私
は
、
人
口
増
加
対
策
・

福
祉
の
充
実
を
目
指
し
、
町

民
目
線
で
、
微
力
な
が
ら
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
が
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
明

る
い
未
来
に
向
か
っ
て
尽
力

い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
思
い
を
町
に
届

け
る
役
割
を
担
い
、
よ
り
よ

い
暮
ら
し
に
な
る
よ
う
精
一

杯
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

山
上 

英
一

　

今
年
は
辰
年
の
中
で
も

「
甲
辰
」（
き
の
え
た
つ
）

の
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
実
を
結
び
、
さ
ら

な
る
努
力
で
成
功
に
近
づ
け

る
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

直
島
が
ま
す
ま
す
輝
き
、

日
本
一
の
町
に
な
る
た
め

に
、常
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

町
の
発
展
と
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
微
力
で
す
が

頑
張
り
ま
す
。

山
下 

玲
子

　

世
界
中
に
猛
威
を
ふ
る
っ

た
感
染
症
も
落
ち
着
き
、
直

島
に
も
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
り
ま

す
と
当
然
、
交
通
量
（
特
に

自
転
車
）も
人
も
増
え
ま
す
。

　

事
故
や
防
犯
の
対
策
を
ぬ

か
り
な
く
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
の
安
全
に
留
意

し
て
、
今
よ
り
も
っ
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

動
物
愛
護
の
面
で
は
、保
護

犬
猫
や
引
退
犬
の
譲
渡
活
動

に
注
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
島 

俊
雄

　

昨
年
は
候
補
者
全
員
の
当

選
に
よ
り
５
月
よ
り
新
期
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
半
年
余

り
を
経
た
今
年
、
辰
年
を
迎

え
昇
竜
の
直
島
町
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
個

人
的
に
は
昨
年
に
引
き
続
き

町
政
の
大
久
保
彦
左
衛
門
と

し
て
、辛
口
の
切
り
口
を
も
っ

て
議
員
活
動
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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小林町長

一本化したい

夏まつりと
� 火まつりは…

◦９月９日　町民ゴルフ大会が玉野ゴルフ倶楽部
で開催され、表彰式に出席しました。

◦９月11日　三菱マテリアル株式会社直島製錬所
を訪問し、吉野石膏株式会社の従業員雇用を要
望しました。

◦９月20日　火まつり実行委員会が開催され、出
席しました。

◦９月27日　町と香川県との意見交換会に新池政
策部長他が来庁しました。

◦10月20日　福武財団笠原事務局長が表敬訪問の
ため来庁されました。

◦11月７日　21世紀・活力ある道づくりを目指す
四国連合協議会要望活動が東京の都道府県会館
で開催されました。

◦11月17日　中学校一日議会体験学習が役場議場
で開催され、25件の一般質問がありました。

◦11月20日　へき地教育振興協議会として県教育
委員会義務教育課に人事及び予算要望を行ない
ました。

◦11月24日　四国電力株式会社による本村自治会
へのホテル事業の説明会が開催されました。

◦11月30日　観光協会理事会が開催されました。

（主なもの）

再
雇
用
の
現
状
は

Q
（
松
島
）
吉
野
石
膏

従
業
員
の
再
就
職
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
・
Ｍ
Ｅ
Ｒ
・

関
連
会
社
に
、
再
就
職
は
確

定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

火
ま
つ
り
の
計
画
は

Q
（
西
岡
）
来
年
は
、

通
常
の
火
ま
つ
り
と

違
う
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど

主
な
質
疑

町
長
報
告

12月定例会

住
民
か
ら
の
意
見
は

Q
（
山
上
）
四
国
電
力

か
ら
本
村
自
治
会
へ

の
説
明
で
、
住
民
か
ら
ど
ん

な
意
見
が
で
た
の
か
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
主

な
意
見
と
し
て
、
騒

音
・
夜
間
の
照
明
・
農
協
側

の
狭
い
道
で
の
配
慮
等
の
生

活
に
関
す
る
こ
と
だ
。

ど
ん
な
内
容
な
の
か

Q
（
宮
原
）
県
教
委
へ

の
要
望
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
へ
き
地
学

校
教
員
の
待
遇
改
善

の
措
置
等
及
び
手
当
の
改
善

等
の
要
望
だ
。

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
四

国
汽
船
に
は
１
日
も
早
い
復

活
を
要
望
し
た
。

要
望
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
21
世
紀
・

活
力
あ
る
道
づ
く
り

を
目
指
す
四
国
連
合
協
議
会

に
、
ど
ん
な
要
望
を
し
た
の

か
。A

（
町
長
）
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
５
カ
年
計
画
加
速
化

対
策
に
伴
う
予
算
の
十
分
な

確
保
と
、
計
画
的
に
事
業
推

進
を
、
国
会
議
員
・
国
土
交

通
省
道
路
局
・
財
務
省
等
に

要
望
し
た
。

夏まつりも？

復活はまだか

ん
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
夏
ま
つ
り

を
実
施
す
る
の
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

夏
ま
つ
り
と
火
ま
つ
り
を
合

体
さ
せ
て
一
本
化
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

レ
ッ
ド
バ
ー
ド
の

�

再
開
は

Q
（
中
根
）
宮

浦
港
に
レ
ッ

ド
バ
ー
ド
が
停
泊
し

て
い
た
が
、
何
か
聞

い
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
四

国
汽
船
が
新

し
く
桟
橋
を
新
設
し

た
た
め
、
停
泊
し
て

い
た
広
島
か
ら
帰
っ
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津山教育長

ネイティブな
発音で

デジタル教科書での
公開授業は

◦９月12日　人権教育講演会が小学校で開催されました。
◦９月14日　第４回幼小中合同研修会が小学校で開催さ

れました。
◦10月３日　県市町教育委員会連絡協議会教育長部会研

究集会・委員研修会が県庁で開催されました。
◦10月20日　県教育委員会研究指定校事業直島町学習者

用デジタル教科書の効果的な活用についての公開授業
が中学校で開催されました。

◦10月30日　県学校教育情報化推進協議会がオンライン
で開催されました。

◦11月２日　11月讃岐地区教育長会ならびに東部教育長
会が県高松合同庁舎で開催されました。

◦11月14日　第６回町部活動の地域移行推進準備会が中
学校で開催されました。

（主なもの）

中
学
校
の
部
活
は

Q
（
中
根
）
部
活
動
地

域
移
行
準
備
会
で
の

話
題
や
決
ま
っ
た
こ
と
は
。

A
（
教
育
長
）
こ
の
日

の
話
題
は
２
つ
で
、

１
つ
は
町
の
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
検
討
、
も
う
１
つ
は
来
年

度
の
部
活
動
の
再
編
成
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

主
な
質
疑

研
究
授
業
で
は

Q
（
山
下
）「
障
が
い
に

つ
い
て
考
え
よ
う
」

の
研
究
授
業
で
で
た
意
見
は
。

A
（
教
育
長
）
視
覚
・

聴
覚
・
手
・
足
に
障

が
い
が
あ
る
人
の
立
場
に
な

り
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
解

消
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う

な
学
習
指
導
が
さ
れ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

視
力
の
低
下
は

Q
（
西
岡
）
子
ど
も
の

視
力
低
下
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
町
の
状
態

は
。A

（
教
育
長
）
低
年
齢

の
段
階
か
ら
ス
マ
ホ

を
使
わ
せ
て
い
る
影
響
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
マ
ス
コ

ミ
報
道
。
令
和
４
年
度
１
・

０
未
満
の
率
は
小
中
学
校
は

全
国
平
均
よ
り
低
い
。
５
歳

児
は
高
い
が
、
小
学
校
で
測

る
と
低
い
の
で
、
測
り
方
に

も
よ
る
と
思
う
。

ど
ん
な
機
能
な
の
か

端
末
機
は
１
人
１
台
だ
が

Q
（
小
野
）
文
部
科
学

省
か
ら
初
等
中
等
教

育
施
策
の
動
向
に
つ
い
て
の

説
明
後
、
情
報
交
換
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。そ
の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
行
政
説

明
で
は
、
来
年
度
か

ら
１
人
１
台
端
末
の
更
新
が

始
ま
る
。
そ
の
予
算
を
ど
う

す
る
か
が
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
国
で
は
「
１

人
１
台
端
末
更
新
基
金
」
を

設
け
、
今
後
５
年
間
補
助
し

て
い
く
と
の
こ
と
。
分
科
会

で
は
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
ど
こ

の
地
域
も
外
部
指
導
者
を
見

つ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

点
が
共
通
だ
っ
た
。

先
生
は
足
り
る
の
か

Q
（
山
上
）
来
年
度
、

幼
児
学
園
園
児
が
増

え
る
に
あ
た
り
、
職
員
数
な

ど
問
題
は
な
い
の
か
。

A
（
教
育
長
）
園
長
・

副
園
長
と
協
議
し
た

が
、
現
状
の
人
員
で
や
っ
て

い
け
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
。

ど
こ
が
変
わ
っ
た
の

Q
（
宮
原
）
町
立
学
校

教
職
員
旧
姓
使
用
取

扱
要
綱
の
一
部
改
正
と
あ
る

が
、
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
婚
姻
を

し
た
の
ち
も
婚
姻
前

の
姓
を
使
用
で
き
る
の
が
旧

姓
使
用
と
い
う
制
度
だ
。
そ

の
使
用
範
囲
を
広
げ
よ
う
と

い
う
こ
と
で
辞
令
書
・
履
歴

書
・
宣
誓
書
、
こ
の
３
つ
に

つ
い
て
新
た
に
旧
姓
使
用
を

認
め
る
こ
と
に
改
正
し
た
。

教
育
長
報
告

Q
（
宮
原
）
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
効
果

的
な
活
用
に
つ
い
て
の
公

開
授
業
の
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
ネ
イ

テ
ィ
ブ
な
発
音
の

読
み
あ
げ
機
能
と
、
書
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
消
え

る
マ
ス
ク
機
能
が
あ
り
、

両
方
を
利
用
し
て
ひ
と
り

ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
学
べ
る
と
こ
ろ
が
利

点
だ
。

効果的な活用を
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内容は質問者の責任において作成しています

〔
教
育
長
〕
生
徒
自
身
の
考
え
を
尊
重
す
る

〔
町
長
〕
公
金
は
公
平
に
執
行
さ
れ
て
い
る

吹
奏
楽
部
に
演
奏
の
場
を

高
齢
者
福
祉
制
度
の
改
善
を

　

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、

年
間
を
通
し
て
演
奏
を
披
露

す
る
場
が
少
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
部
員
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
香
川
県
の

　

高
齢
者
町
営
バ
ス
優
遇
制

度
は
好
評
。
昨
年
の
実
績
に

よ
る
と
75
歳
以
上
の
対
象
者

は
６
３
６
人
。
利
用
者
は
１

５
６
人
。
配
布
冊
数
４
１
５

冊
（
８
３
０
０
枚
）、
利
用

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
が
で
き

な
い
と
も
聞
い
て
い
る
。

　

近
年
は
、
夏
ま
つ
り
や
き

ら
め
き
音
楽
会
に
出
演
後
、

３
年
生
が
引
退
し
て
い
る
。

少
な
い
生
徒
数
で
頑
張
っ
て

お
り
、
何
ら
か
の
形
で
、
練

習
の
成
果
を
披
露
す
る
場
を

作
っ
て
あ
げ
て
は
ど
う
か
。

　

他
の
地
域
で
は
、
小
中
校

生
が
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト

枚
数
８
７
０
３
枚
（
前
年
分

の
繰
り
越
し
分
含
む
）。
こ

の
運
用
面
で
利
用
者
に
偏
り

が
あ
る
。
実
態
は
宮
ノ
浦
在

住
者
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
。
フ
ェ
リ
ー
、
診
療

所
、
生
協
全
て
徒
歩
で
済
ま

さ
れ
る
の
が
日
常
で
あ
る
。

数
字
で
見
る
と
宮
ノ
浦
１
区

は
対
象
者
36
人
、
利
用
者
６

人
、
配
布
冊
数
７
冊
。
以
下

２
区
44
人
、
５
人
、
８
冊
。

等
で
、
演
奏
の
場
も
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
各
イ
ベ

ン
ト
等
が
あ
り
、
多
く
の
町

民
が
集
ま
る
福
祉
ま
つ
り
の

際
に
演
奏
し
て
は
ど
う
か
。

　

今
後
の
生
徒
た
ち
の
励
み

に
も
な
り
、
何
よ
り
学
生
時

代
の
大
き
な
思
い
出
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
吹
奏
楽

部
は
、
現
在
は
音
楽

３
区
54
人
、
８
人
、
９
冊
。

４
区
89
人
、
25
人
、
38
冊
。

５
区
19
人
、
３
人
、
３
冊
。

６
区
14
人
、
３
人
、
５
冊
。

７
区
45
人
、
５
人
、
16
冊
。

計
対
象
者
３
０
１
人
、
利
用

者
55
人
、
配
布
冊
数
86
冊
。

こ
の
制
度
の
原
資
は
公
金
で

あ
る
。「
公
金
は
公
平
に
運

用
」
の
原
則
か
ら
見
る
と
こ

の
偏
り
は
矛
盾
し
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ

部
と
い
う
名
称
で
活
動
し
て

い
る
。
平
日
の
４
日
と
土
曜

日
の
半
日
に
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。

が
あ
る
。

A
（
町
長
）
宮
ノ
浦
の

利
用
が
少
な
い
の
は

地
理
的
な
も
の
。
利
用
は
個

人
の
判
断
だ
か
ら
公
平
は
確

保
で
き
て
い
る
。
よ
っ
て
改

善
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

生
活
弱
者
の

�

水
道
料
金
半
額
に

Q
　

小
豆
島
町
で
は
高

齢
者
、障
が
い
者
等
、

生
活
弱
者
の
水
道
料
金
を
半

額
に
す
る
等
の
措
置
を
実
施

し
て
い
る
。
同
町
の
「
福
祉

等
減
額
制
度
」
を
参
考
に
し

て
当
町
に
お
い
て
も
同
様
の

施
策
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

A
（
町
長
）
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
水

道
事
業
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
公
共
の
福
祉
の
増
進
と

な
り
、
現
時
点
で
は
福
祉
等

減
額
制
度
の
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

（
松
島
）
埼
玉
県
同
様
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
炎
上
で
世
論
が
議
会
、

町
政
を
動
か
す
形
が
起
こ
っ

て
く
れ
ば
大
変
結
構
な
こ
と

で
あ
る
。

夏まつりで演奏

一
般
質
問西岡 議員松島 議員 津山 教育長小林 町長

　

学
校
内
と
学
校
外
を
合
わ

せ
る
と
、
４
月
に
部
活
動
紹

介
、
５
月
に
幼
小
中
合
同
運

動
会
、
６
月
に
部
活
動
激
励

会
、
８
月
に
夏
ま
つ
り
、
９

月
に
昼
休
み
コ
ン
サ
ー
ト
、

10
月
に
宮
ノ
浦
秋
ま
つ
り
演

芸
大
会
、
12
月
に
き
ら
め
き

音
楽
会
で
発
表
を
し
て
い
る
。

　

一
方
、
発
表
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
は
、
練
習
時
間
が

増
え
、
精
神
的
に
も
負
担
が

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

音
楽
部
の
生
徒
た
ち
自
身
の

考
え
を
尊
重
す
べ
き
と
思
う
。

　

ま
た
、
生
徒
た
ち
で
話
し

合
い
、
音
楽
部
と
し
て
ど
う

し
た
い
の
か
、
決
め
さ
せ
た

い
と
思
う
。
そ
の
結
果
、
今

後
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
演
奏
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
主
催
団
体
に
直
接
要
望

を
伝
え
、
教
育
委
員
会
事
務

局
が
そ
の
要
望
の
仲
介
を
し

た
い
。

　

今
後
、
校
長
や
音
楽
部
顧

問
か
ら
生
徒
に
伝
え
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
る
。

で
公
金
運
用
の
公
平
を
確
保

す
る
た
め
に
制
度
の
間
口
を

広
げ
る
等
の
工
夫
と
改
善
を

求
め
る
声
が
出
て
い
る
現
状
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〔
総
務
課
〕

　

12
月
27
日
～
30
日

消
防
団
年
末
警
戒

　

令
和
６
年
１
月
13
日

消
防
団
出
初
式

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

　

12
月
17
日

コ
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

「
お
も
ち
つ
き
」
が
開
催

生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

　

全
町
民
２
９
３
９
人
と
低

所
得
者
世
帯
２
４
２
世
帯
に

配
布
を
完
了

〔
診
療
所
〕

令
和
５
年
度
診
療
状
況

（
令
和
５
年
４
月
～
10
月
末
）

入
院
患
者
数　

２
６
１
人

�

（
前
年
度　

２
５
６
人
）

外
来
患
者
数�

７
２
５
９
人

（
前
年
度　

７
０
８
１
人
）

時
間
外
救
急
患
者
数

�

２
５
７
人

�

（
前
年
度　

２
８
４
人
）

医
師
の
働
き
方
改
革

Q
　

来
年
の
４
月
か
ら

医
師
の
時
間
外
勤
務

時
間
が
９
６
０
時
間
に
制
限

ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト
は
グ
レ
ー

地
に
チ
ェ
ッ
ク
柄
が
入
っ
て

い
る
。
生
徒
が
ど
ち
ら
を
選

ん
で
も
よ
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
に
も
対
応
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の

猶
予
期
間
を
設
け
、
新
制
服

へ
の
移
行
を
進
め
る
。

長
も
含
め
て
相
談
し
て
い
く
。

〔
教
育
委
員
会
〕

　

卒
業
式
の
日
程

中
学
校
３
月
13
日
、
小
学
校

３
月
14
日
、
幼
児
学
園
３
月

15
日

　

入
学
式
の
日
程

中
学
校
４
月
10
日
、
小
学
校

４
月
11
日
、
幼
児
学
園
４
月

12
日中

学
校
の
新
制
服
は

　

ブ
レ
ザ
ー
型
で
ネ
ク
タ
イ

と
リ
ボ
ン
は
水
色
を
基
調
と

し
、
ブ
レ
ザ
ー
は
紺
色
で
ズ

さ
れ
る
が
、
24
時
間
体
制
の

ふ
れ
あ
い
診
療
所
で
は
問
題

が
な
い
の
か
。

A
　

休
日
・
夜
間
の
待

機
時
間
に
つ
い
て

は
、
労
働
基
準
局
に
も
確
認

し
て
お
り
特
に
問
題
は
な
い
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

敬
老
会

　

10
月
５
日

長
寿
祝
い
等
対

象
者
に
記
念
品

を
贈
呈
し
た

後
、
女
文
楽
、

幼
児
学
園
の
演

技
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

�

出
席
者　

１
１
７
人

〔
健
康
推
進
室
〕

健
康
福
祉
ま
つ
り

　

９
月
10
日

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、歯
科
教
室
、

歩
行
測
定
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
実
施

�

参
加
者　

２
３
２
人

〔
建
設
経
済
課
〕

姫
宮
団
地
２
期
工
事

Q
　

宅
地
造
成
工
事
完

了
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

A
　

工
期
ど
お
り
11
月

末
に
完
成
し
、
登
記

手
続
き
が
完
了
後
、
１
月
中

に
は
販
売
開
始
し
た
い
。

鳥
獣
捕
獲
数
（
10
月
末
）

　

カ
ワ
ウ　
　

34
羽

　

タ
ヌ
キ　
　

22
匹

　

カ
ラ
ス　
　

17
羽

　

イ
ノ
シ
シ　

40
頭

〔
環
境
水
道
課
〕

環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

　

10
月
21
日

海
の
駅
か
ぼ
ち
ゃ
広
場

来
場
者
数　

延
べ
９
０
０
人

エ
コ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

�

参
加
者　

２
５
０
人

中根 委員長 総 務・文 教山上 委員長経 済・民 生

中学生新制服
決まる

４年ぶりに敬老会
開催

ふ
る
さ
と
納
税
状
況

　

10
月
末
現
在
４
２
７
件

　
　
　
　

２
１
８
３
万
円

Q
（
井
下
）
現
在
、
宮

浦
港
で
は
各
宿
泊
施

設
の
送
迎
車
が
多
い
。
こ
れ

か
ら
マ
ン
ダ
リ
ン
ホ
テ
ル
も

増
え
る
。
港
で
の
安
全
に
配

慮
し
た
対
応
を
町
は
考
え
て

い
る
か
。

A
（
課
長
）
四
電
に
は

説
明
し
て
い
る
。
港

の
送
迎
に
は
全
体
で
の
調
整

が
必
要
だ
。建
設
経
済
課
や
町

Q
（
山
上
）

子
ど
も
た

ち
の
意
見
は
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）

業
者
が
数

種
類
の
モ
デ
ル
を

展
示
し
、
子
ど
も
た
ち
が
試

着
し
て
意
見
を
聞
く
と
、
圧

倒
的
に
こ
の
制
服
が
良
い
と

支
持
を
得
て
決
定
し
た
。

　

今
後
の
予
定

　

令
和
６
年
１
月
６
日

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
直
島

ホ
ー
ル
で
開
催

香川大学直Ｐのブース

えびす舞

新しい制服
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人　
　

事

委
員
の
み
な
さ
ん

�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
次
の

４
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
12
月
25
日
か
ら
令
和
９
年
12
月
24

日
ま
で
の
４
年
間

花岡 鶴美 氏 藤本 伸幸 氏

松浦 友子 氏 堀口 佳章 氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
４
氏
を
選
出

条　例
　

全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
た
め
、
産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
措
置
制

度
が
創
設
さ
れ
た
も
の
。

改
正
内
容

◦�

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、
出
産
被
保
険

者
に
係
る
産
前
産
後
期
間
分
の
均
等
割
額
と
所
得
割
額
を

減
額
す
る
た
め
の
所
要
の
改
正

①
単
胎
妊
娠
の
場
合

　

出
産
予
定
月
の
前
月
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の

４
カ
月
分
を
減
額
す
る
。

②
多
胎
妊
娠
の
場
合

　

出
産
予
定
月
の
３
カ
月
前
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月
ま

で
の
６
カ
月
分
を
減
額
す
る
。

　

条
例
の
概
要

　

議
員
は
、町
と
請
負
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
方
自
治
法
の
改
正
が
あ
り
、
議
員
が
、
町
と
年

間
の
請
負
金
額
が
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
請
負
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
制
の
緩
和
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
伴
い
、
議
員
が
町
と
請
負
を
行
な
え
ば
、
そ

の
明
細
を
議
長
に
報
告
す
る
。
そ
し
て
議
長
は
、
そ
れ
を
公

表
す
る
と
い
う
条
例
制
定
で
す
。

　

施
行
日

　

施
行
は
、
公
布
日
か
ら

子
育
て
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正

制　

定

令
和
５
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

直
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
、
住
民
記
録
シ
ス
テ

ム
の
ふ
り
が
な
対
応
を
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
な
ど
に
１
０
７
３
万

円
追
加
し
、
予
算
総
額
は

34
億
５
２
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
支
出
金

�

４
２
４
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

６
４
８
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
総
務
管
理
費

�

２
４
２
万
円
追
加

◦
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

�

４
２
４
万
円
追
加

◦
都
市
計
画
費

�

３
５
８
万
円
追
加

Q
（
山
上
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
主
な
改

修
内
容
は
。

A
（
ま
ち
づ
く
り
観

光
課
長
）
ふ
れ
あ

い
通
信
な
お
し
ま
と
の
連

携
を
構
築
し
、
お
知
ら
せ

や
防
災
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
で
き
る
よ

う
改
修
す
る
。

　

11
月
24
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
、
国
民
健
康
保
険
事
業
・

介
護
保
険
事
業
・
診
療
所
事
業
・
簡
易
水

道
事
業
の
各
特
別
会
計
補
正
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
主
に
職
員
の
給
与
改

正
に
伴
う
も
の
で
し
た
。

臨時議会開催
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　先日は、お忙しい中議会体験をさせていただきありがとうございます。
　議会体験に参加していつもこの直島のために議員さんや役場の方々がいろんな意見を
出し、新たな街づくりをしようと切磋琢磨されていることを知りました。私は、小型旅
客船の便数の回復についての質問をしたのですが、会計管理者の方が明確に回答してく
ださったのでより理解を深めることができました。また、私は議長を務めさせていただ
いたのですが、発言をするタイミングが難しく、気の抜けない仕事だと思いました。私
がもし議員になったらその時は、今の議員の方たちのように自分の故郷をより綺麗に自
然豊かにする取り組みをほかの議員の方々と考えていきたいと思います。今回は、貴重
な体験をさせていただきありがとうございました。

　今回は私たちのために議会を開いてくださりありがとうございました。私は今回の議
会体験を通して多くの人で話し合うことの大切さについて改めて理解することができま
した。私は今回の議会で道幅を広くすることについて質問しましたが、なぜ道幅を広く
することが出来ないか、そのことに関して今、町でしていることなどをとても分かりや
すく説明していただき、理解することができました。国会でもたくさんの国会議員が、
衆議院・参議院に分かれ国の未来について慎重に議論していますが、その形式を議会で
体験することができとても貴重な体験になりました。今回の体験をこれからの人生に生
かしていきたいと思いました。
　今回はお時間をさいてくださり本当にありがとうございました。

　先日は、お忙しい中議会体験をさせていただき、ありがとうございました。

　私は直島小中学校の防犯対策について質問しました。直島小中学校は定期的に不審者

侵入の避難訓練を行なっていますが、他の地域と比べ学校の敷地内に侵入しやすい設計

になっています。以前から直島中学校にも防犯カメラを設置したり校門を作ってみたり

してはどうだろうかと思っていたので、今回質問することができてよかったです。今回

の体験を通して私は自分の住んでいる地域について自分で質問し、町の未来に繋がるこ

とはとても嬉しいことだと思いました。

木村 夏
な い と

愛 さん

岡崎 太
た

一
いち

 さん

掛谷 春
はる

菜
な

 さん

　11月17日、中学３年生による１日議会が開催され、25の
質問で町政を問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体験になったと思います。
　皆さんに感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上
９人の生徒の感想文を紹介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記第40回

話し合うことの大切さを理解

自分の質問が町の未来に繋がる

故郷を綺麗に自然豊かにしたい

橋本 議長
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　先日は、お忙しい中議会体験をさせていただきありがとうございました。貴重な体験
を得ることができました。発表するとき緊張しましたが堂々と言うことができたと思い
ます。私はフェリーの自動販売機について質問しました。そこで施設基準についてお聞
きしました。衛生管理がしっかりとゆき届いていたり、船の時間が20分～１時間であ
り港の近くにある買い物スペースで済ませたりなど自動販売機を設置するためのリスク
について知りました。去年は議会体験で議会を〝見る＂立場でしたが、今年は議会を〝す
る＂立場になりました。議会体験を通して、視点が違うからこそまた別の見方ができた
と思います。また、皆が直島をよりよくするためのいろいろな意見を述べていてとても
すごいなと思いました。

　この度は貴重な体験をさせていただきありがとうございました。
　私は通学路の草刈りについて質問させていただきました。質問させてもらうときは、
とても緊張しましたが大きい声ではきはきと自分の意見を述べることができました。２
年生の時に議会見学をさせていただき、議会がどのように進められているかを知ること
ができた上での議会体験だったので、議員になった気持ちで質問をすることができまし
た。この美しい直島を守ることができているのは、この議会があるからだと思っていま
す。だから、私は直島に住んでいる皆さんにもっと議会や行政などに興味を持ってほし
いです。私が大人になったら直島の行政に関してしっかり考えてこの美しい直島をもっ
とより良い島にしたいです。この度はこのような機会をくださりありがとうございまし
た。

　先日は議会体験をさせてくださりありがとうございました。今回の議会体験で、町の
代表として発言することの素晴らしさや、責任を感じることができました。私は、中学
生が楽しめる憩いの場について質問させていただきましたが、回答を聴いて、私自身も
直島について知らないことがまだまだあるなと思いました。一見、すぐ解決できそうな
課題でもそれを解決するのに、たくさんのお金と人が動かないといけないと知ることが
できました。今回私の意見は通りませんでしたが、今後も直島の課題について考えて私
にできることを見つけていきたいと思いました。この度は、貴重な体験をさせてくださ
り本当にありがとうございました。議会の皆様におきましては、これからも直島のため
にご尽力ください。

芝原 爽
さ

歩
ほ

 さん

兼元 天
そ

空
ら

 さん

鳥居 優
ゆう

太
た

 さん

議会を〝見る＂から〝する＂に

町民が議会に興味を持ってほしい

課題解決にはお金と人が動く

１ 日 議 会 体 験 記

木村 議長
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　先日はお忙しい中、議会体験をさせていただきありがとうございました。
　私は今回、宮浦港周辺を走る自動車への注意喚起について質問させていただきました。
小学生の頃から気になっていたことを議会で直接質問させて頂き、貴重な経験になりま
した。町づくり観光課長さんが質問に対して丁寧に答えてくださって納得することがで
きました。歩行者のみならず運転手の安全にかかわる問題なので、私もいつもより注意
しながら横断しようと思いました。
　議会体験を通して学んだことは、議会の方たちがより良い直島町にするために色々と
考えてくださっているということです。私は町民の皆さんが暮らしやすく、観光客の方々
に直島は素敵な島だと思っていただけるように、これからも私たちにできることは積極
的に行ない、より良い直島町にしていきたいと思いました。

　先日は、お忙しい中議会体験をさせていただきありがとうございました。
　議会体験を通して、町民の代表として発言する責任や発言して町をよりよくしていこ
うとする大切さを学びました。今回私が質問させていただいたことは通りませんでした
が、はきはき大きな声で発言できていたと思います。
　そして改めて議会の重要さや大切さを見直すことができました。普段座ることのない
椅子や、写真撮影では議長さんが座る席を間近で見れてよかったです。今回の議会体験
を通して政治や選挙に興味を持ちました。これから、町がもっとよりよくなっていくよ
うに町民全体で協力していけたらいいなと思いました。この度は１日議会体験をさせて
いただき本当にありがとうございました。

　先日は、１日議会をさせていただきありがとうございました。
　１日議会で、議長の立場と議員の立場をさせていただきました。議長の立場では、高
い位置に座って発言することはとても緊張しました。また、いすがとてもふかふかで気
持ち良かったです。
　議員の立場では、自分の意見をたくさんの人の前で言うことの大切さと大変さを感じ
ました。今回私は四国汽船の朝早い便について質問しました。町長さんにお答えいただ
きました。丁寧で分かりやすく説明してくださり町の考えを聞くことができ納得するこ
とが出来ました。
　１日議会を通して、質問する人、答える人、議会を進行する人、その一人ひとりの役
割や、直島町がよくなるための話し合いを肌身で感じることができて良かったです。

眞木 梨
り の ん

希 さん

宮原 柊
しゅう

 さん

橋本 心
み

瑛
え

 さん

議会の役割を肌身で感じた

暮らしやすく素敵な町にしたい

政治や選挙に興味を持った

１ 日 議 会 体 験 記

土井 議長
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

今
年
は
、
直
島
町
が
昭

和
29
年
４
月
に
村
か
ら
町

に
な
っ
て
70
周
年
を
迎
え
、 

人
間
の
一
生
に
例
え
れ
ば

「
古
希
」
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
を
乗
り
越
え
、
明

治
23
年
の
村
制
か
ら
現
在

ま
で
先
人
の
方
々
の
努
力

に
よ
り
県
下
で
唯
一
市
町

村
合
併
を
せ
ず
単
独
の
自

治
体
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
２
０
４
０
年
ま
で
に
は

多
く
の
自
治
体
が
消
滅
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
な

か
、
百
年
先
に
も
存
続
す

る
よ
う
、
町
の
さ
ら
な
る

発
展
を
念
頭
に
議
員
一
同

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
山
上　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
小
野　

孝
一

委
　
員
　
山
下　

玲
子

　
〃
　
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　

今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
が
ん
ば
っ
り
ょ
る
惠

島
千
尋
さ
ん
と
野
口
奈
穂
さ

ん
の
お
２
人
で
す
。

Q　

直
島
へ
来
ら
れ
た
の
は

い
つ
頃
で
、
以
前
は
ど
こ
に

住
ん
で
ま
し
た
か
。

惠
島 

２
年
前
に
約
１
年
間

町
内
の
飲
食
店
で
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
に

再
度
移
住
し
て
来
ま
し
た
。

直
前
は
大
阪
に
い
ま
し
た
。

野
口 

直
島
へ
は
４
月
に
来

ま
し
た
。
以
前
は
東
京
の
国

立
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

Q　

そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
で

何
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

か
。

惠
島 

ネ
ジ
の
会
社
で
経
理

と
営
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し

て
い
ま
し
た
。

野
口 

大
学
院
で
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
研
究
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
期
待
値
の
計
算
な
ど

し
て
い
ま
し
た
。

Q　

直
島
に
決
め
た
理
由
は
。

惠
島 

直
島
の
人
の
温
か
さ

に
惹
か
れ
、
私
も
こ
ん
な
人

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

野
口 

人
と
雰
囲
気
で
す
。

長
め
に
滞
在
し
た
際
に
、
こ

こ
に
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

Q　

移
住
さ
れ
て
少
し
経
ち

ま
す
が
、
不
便
な
こ
と
困
っ

た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

惠
島 

今
住
ん
で
い
る
所
が

山
の
近
く
で
湿
気
が
多
く
大

変
で
す
。
梅
雨
の
時
に
コ
ー

ト
に
カ
ビ
が
生
え
た
時
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

野
口 
不
便
な
こ
と
は
全
く

な
い
で
す
。困
っ
た
こ
と
は
、

強
い
て
言
う
な
ら
実
家
に
帰

る
時
の
交
通
費
が
高
い
で
す
。

Q　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
。

惠
島 

観
光
協
会
の
窓
口
業

務
、イ
ベ
ン
ト
の
参
加
取
材
、

ま
ち
観
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
、
協
力
隊
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発

信
な
ど
担
当
し
て
い
ま
す
。

野
口 

広
報
担
当
で
総
務
課

で
ふ
れ
あ

い
通
信
を

担
当
し
、

ま
ち
観
課

で
も
仕
事

を
し
て
い

Q　

将
来
の
直
島
を
描
い
て

い
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す

か
。

惠
島 

見
て
学
ん
で
、
心
と

カ
タ
チ
に
残
る
思
い
出
を
体

験
で
き
る
島
に
し
た
い
で
す
。

野
口 

教
育
面
で
直
島
の
子

ど
も
た
ち
が
将
来
へ
の
選
択

の
幅
を
広
げ
る
手
助
け
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

惠
島 

直
島
に
つ
い
て
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、「
直

島
の
顔
」
と
し
て
盛
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

野
口 

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

旅行客をおもてなし

ふれあい通信を読んでいます

惠島千尋 さん野口奈穂 さん

教
育
面
で

選
択
の
幅
を

�

広
げ
た
い

島
の
顔
と
し
て

盛
り
上
げ
ま
す

ま
す
。

Q　

仕
事
に
関
し
て
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
。

惠
島 

今
で
は
イ
ベ
ン
ト
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
参
加

取
材
で
き
る
こ
と
が
楽
し
い

で
す
。
知
り
合
い
も
増
え
毎

日
充
実
し
て
い
ま
す
。

野
口 

ふ
れ
あ
い
通
信
を
読

ん
で
い
る
と
、
町
民
の
方
々

か
ら
反
応
な
ど
い
た
だ
き
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

聞
き
や
す
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
読
み
ま
す
。

　

惠
島
さ
ん
、

野
口
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
若
い
２
人

の
パ
ワ
ー
で
い

き
い
き
と
し
た

元
気
な
島
に
し

て
く
だ
さ
い
。


